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弘前城築城 400 年祭まで弘前城築城 400 年祭まで

あと153日
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 特　集

広聴事業 市政懇談会 ････････････････
●市　政／ 父子家庭の皆さんにも児童扶養

　　　　　 手当が支給されます ほか ･･････････
●話　題／ 津軽広域連合だより ほか ･･････････
●お知らせ／ 催し、教室など ･･･････････････

●健　康／ 健康ですか･････････････････････

■ママ！これほしい！

　７月６日、土手町分庁舎敷地内で開

催された「産直マルシェ事業～軽トラ

de夕市～」での１コマ。この日は27台
の軽トラックなどが参加し、市内の農

家が生産した新鮮な農産物などを直接

販売。販売開始と同時にお目当ての商

品を買い求める人でにぎわいました。

広報広報広報広報
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広聴事業

昨年の市政懇談会の様子

８月９日スタート月月 日日スタートスタート

市政懇談会市政懇談会

　

市
政
懇
談
会
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
の
直
接
対
話
の
中
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
提
案
を
出
し
て
も
ら
う
場

と
し
て
、
弘
前
市
町
会
連
合
会
と

市
が
協
働
で
、
毎
年
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

本
年
度
は
下
表
の
９
地
区
で
開

催
さ
れ
、
市
長
を
は
じ
め
市
の
幹

部
職
員
が
開
催
地
区
に
出
掛
け
、

市
政
に
つ
い
て
の
直
接
対
話
や
、

そ
の
地
区
で
実
施
さ
れ
る
事
業
の

説
明
、
各
地
区
か
ら
事
前
に
提
出

さ
れ
た
意
見
や
要
望
へ
の
回
答
を

行
い
ま
す
。

　

市
政
懇
談
会
は
誰
で
も
自
由
に

参
加
で
き
ま
す
。
近
く
で
開
催
さ

れ
る
と
き
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
、
直
接
皆
さ
ん
の
声
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

昨
年
度
の
案
件
へ
の
対
応

　

平
成
21
年
度
の
市
政
懇
談
会

は
、
堀
越
地
区
を
は
じ
め
９
地
区

で
開
催
さ
れ
、
３
８
６
人
が
参
加

し
、
２
０
２
件
の
要
望
や
意
見
な

ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
道
路
関
連
の
整
備
や

ご
み
収
集
な
ど
、
生
活
に
密
着
し

た
も
の
が
多
く
、
ほ
か
に
も
産
業

振
興
を
は
じ
め
多
岐
に
わ
た
る
も

の
で
し
た
。

　

案
件
へ
の
対
応
状
況
は
、
全
体

の
約
38
％
が
解
決
済
み
ま
た
は
要

望
に
こ
た
え
ら
れ
る
、
約
23
％
が

今
後
の
検
討
が
必
要
、
約
27
％
が

市
か
ら
の
説
明
な
ど
で
理
解
が
得

ら
れ
た
、
約
12
％
が
要
望
に
沿
え

な
い
と
な
っ
て
い
ま
す
（
平
成
22

平成 22 年度市政懇談会日程表

実  施  日 地  区  名 会　　場

8月 9日（月）相馬地区  長慶閣（五所字野沢）

8月 11 日（水）船沢地区  船沢公民館（折笠字宮川）

8月 24 日（火）高杉地区  北辰学区高杉ふれあいセンター（独狐字山辺）

8月 25 日（水）豊田地区  総合学習センター（末広４丁目）２階会議室

8月 27 日（金）和徳学区  宮川交流センター（堅田２丁目）

8月 30 日（月）北  地  区  宮園第三団地集会所（青山５丁目）

10月 4日（月）文京地区  中野集会所（中野２丁目）

10月 5日（火）下町地区  勤労青少年ホーム（五十石町）

10月 7日（木）時敏地区  弘前市社会福祉センター（宮園２丁目）

※時間は各会場とも午後１時半～３時半

年
３
月
末
現
在
）。

　

な
お
、
平
成
21
年
度
市
政
懇
談

会
で
提
出
さ
れ
た
要
望
や
意
見
な

ど
を
ま
と
め
た
「
市
政
懇
談
会
案

件
集
」
は
、
広
報
広
聴
課
（
市
役

所
２
階
、
窓
口
258
）
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

広
報
広
聴
課

広
聴
係
（
☎
35
・
１
１
９
４
）

年
３
月

な
お

相
馬
な
ど
９
地
区
で
開
催
し
ま
す

相
馬
な
ど
９
地
区
で
開
催
し
ま
す

相
馬
な
ど
９
地
区
で
開
催
し
ま
す

▽
受
付
開
始
日　

８
月
２
日

▽
受
付
場
所　

子
育
て
支
援
課

（
市
役
所
１
階
）、
岩
木
総
合
支
所

民
生
課
（
賀
田
１
丁
目
）、
相
馬

総
合
支
所
民
生
課（
五
所
字
野
沢
）

※
子
育
て
支
援
課
で
は
、
通
常
の

勤
務
時
間
の
ほ
か
、
次
の
日
程
で

受
け
付
け
し
ま
す
。

○
８
月
16
日
〜
20
日
の
午
後
８
時

ま
で

○
８
月
21
日
・
22
日
の
午
前
８
時

半
〜
午
後
５
時
15
分

▽
支
給
要
件　

次
の
①
〜
⑥
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
子
ど
も
に
つ

い
て
、
父
が
そ
の
子
ど
も
を
監
護

（
※
）
し
、
か
つ
、
生
計
を
同
じ

く
し
て
い
る
場
合
、
子
ど
も
が
18

歳
に
な
っ
た
後
の
最
初
の
３
月
31

日
（
心
身
に
障
が
い
が
あ
る
場
合

は
20
歳
未
満
）ま
で
支
給
し
ま
す
。

※
監
護
…
子
ど
も
と
一
緒
に
暮
ら

し
、
生
活
全
般
の
面
倒
を
み
る
こ

と
。

①
父
母
が
離
婚　

②
母
が
死
亡
（
遺
族
年
金
な
ど
を

受
け
て
い
な
い
こ
と
）　

③
母
が
重
度
の
障
が
い
者
（
身
体

障
害
者
手
帳
の
１
級
か
２
級
程

度
）
で
、
就
労
が
不
可
能
（
障
害

年
金
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
子

の
加
算
が
な
い
こ
と
）

④
母
に
１
年
以
上
遺
棄　

⑤
母
が
１
年
以
上
拘
禁　

⑥
母
が
３
カ
月
以
上
生
死
不
明

▽
支
給
開
始
月　

原
則
と
し
て
、

請
求
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給

し
ま
す
。
た
だ
し
、
平
成
22
年
７

月
31
日
ま
で
に
支
給
要
件
に
該
当

し
て
い
る
人
は
、
11
月
30
日
ま
で

に
申
請
す
る
と
、
８
月
分
か
ら
支

給
し
ま
す
。

▽
手
当
月
額　

児
童
１
人
の
場
合

＝
全
部
支
給
…
４
万
１
７
２
０

円
、
一
部
支
給
…
４
万
１
７
１
０

円
〜
９
８
５
０
円
／
２
人
目
は
５

０
０
０
円
を
加
算
／
３
人
目
か
ら

は
１
人
に
つ
き
３
０
０
０
円
を
加

算※
手
当
月
額
は
、
受
給
資
格
者
が

監
護
・
養
育
す
る
子
ど
も
の
数
や

受
給
資
格
者
の
所
得
な
ど
を
基
に

算
定
し
ま
す
。
な
お
、
所
得
限
度

額
を
超
え
た
場
合
は
全
部
停
止
と

な
り
ま
す
。

▽
支
給
日　

原
則
と
し
て
12
月
、

４
月
、
８
月
の
11
日
に
、
そ
れ
ぞ

れ
支
給
日
の
前
月
分
ま
で
を
支
給

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援

課
家
庭
支
援
係
（
☎
40
・
７
０
３

９
）

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
を
支
援
す
る
た
め
、
平
成
22
年
８
月
１
日

か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
母
子
家
庭
な
ど
に
加
え
、
父
子
家
庭
の
父
に
も

児
童
扶
養
手
当
を
支
給
し
ま
す
（
第
１
回
目
の
支
給
は
12
月
上
旬
）。

　

受
給
す
る
た
め
に
は
、
子
ど
も
を
養
育
す
る
人
が
住
民
登
録
を
し

て
い
る
市
区
町
村
に
請
求
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

子育て子育てを
　　支援支援します
子育て　
　　支援

父
子
家
庭

父
子
家
庭
の
皆
さ
ん
に
も

児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

心
身
に
障
が
い
が
あ
る
20
歳
未

満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父
母

か
、
養
育
者
に
支
給
し
ま
す
。

▽
支
給
要
件　

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級
〜
３

級
程
度
（
下
肢
の
障
が
い
は
４
級

ま
で
） 　

②
愛
護
手
帳
の
Ａ
（
Ｂ

の
一
部
を
含
む
）　

③
そ
の
他
の

障
が
い
で
、
常
に
介
護
が
必
要　

④
い
ず
れ
の
場
合
も
福
祉
施
設
に

入
所
し
て
い
な
い
こ
と

▽
支
給
月
額　

児
童
１
人
に
つ
き

５
万
７
５
０
円
か
３
万
３
８
０
０

円（
障
が
い
の
程
度
に
よ
り
ま
す
）

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
給
付
事
業

　

保
険
診
療
の
医
療
費
自
己
負
担

分
を
、
児
童
が
18
歳
に
な
っ
た
後

の
最
初
の
３
月
31
日
分
ま
で
給
付

し
ま
す
。

▽
対　

象　

①
ひ
と
り
親
家
庭
等

の
父
ま
た
は
母
お
よ
び
児
童　

②

父
母
の
い
な
い
児
童

※
所
得
制
限
お
よ
び
親
の
自
己
負

担
が
あ
り
ま
す
。

　

〜
共
通
事
項
〜

■
問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援

課
家
庭
支
援
係
（
☎
40
・
７
０
３

９
）
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　地震に強い安全なまちを目指すため、一定の条

件を満たす木造住宅の所有者が耐震診断を希望す

る場合に、市が専門的知識を有する耐震診断員を

派遣し、耐震診断を行います。

▽対象住宅　市内に存し、次の要件すべてに該当

する住宅

○昭和 56年５月 31日以前に建築されたもの
○一戸建ての専用住宅または併用住宅（延べ面積

の２分の１以上を住宅の用に供し、かつその他の

用途に供する部分の床面積が 50 ㎡以下であるも
のに限る）で地上階数が２以下のもの

○在来軸組構法または伝統的構法によって建築さ

れた木造住宅であること

○現在、居住している住宅であること

○原則として延べ床面積が200㎡以下であること
※ 200 ㎡を超える場合は、申込者負担の増額で
対応します。

▽診断費用　申込者負担として、１戸当たり

8,000 円
※診断費用は総額 12万円ですが、残額は国・県・
市で負担します。

▽募集戸数　20戸（うち、優先枠５戸）
※応募多数の場合は抽選（なお優先枠は、65 歳
以上の一人暮らしの人など、災害時要援護者名簿

登録制度の対象者です）。

▽募集期間　８月２日～９月 30日
▽申込書の配布　建築指導課（市役所３階、窓口

353）で配布。市のホームページからもダウンロ
ードできます。

▽問い合わせ・申込先　　

建築指導課（☎ 40・7053）

税のお知らせ

　課税対象者には納税通知書を送付しますの
で、納期限までに納めてください。

▽対　象　個人で事業を営む人のうち、前年

の事業による収入から必要経費、事業主控除

（年 290 万円）などを差し引いた後に、所得
のある人

▽納期限　１期＝８月 31日（火）／２期＝
11月 30日（火）
※ただし、税額が１万円以下の場合の納期限

は、１期の８月31日です。
▽納付方法　納税通知書を持参し、最寄りの

銀行、信用金庫、信用組合、農業協同組合、

郵便局などで納めてください。

※個人事業税の納付については、口座振替が

利用できます。詳しくはお問い合わせくださ

い。

▽問い合わせ先　中南地域県民局県税部課税

第一課（☎ 32・1131、内線 378）

平成 22 年度  　　
個人事業税の納付

　国税についての一般的な相談は「電話相談
センター」で受け付けています。ぜひご利用

ください。

　弘前税務署に電話を掛けると音声ガイダン

スが流れ、「１」を選択すると電話相談セン

ターに、「２」を選択すると弘前税務署につ

ながります。

　また、面接による相談を希望する場合は、

事前に相談日時の予約が必要です（音声案内

で「２」を選択）。相談の際は、関係書類を

持参の上、税務署においでください。

▽問い合わせ先　弘前税務署（本町、☎

32・0331）
※税について知りたいときは、手軽に税情報

を入手できる国税庁ホー

ムページ（http://www.nta.

go.jp）をご利用ください。

国税についての相談は
「電話相談センター」へ

木造住宅耐震診断木造住宅耐震診断
希望者を募集します希望者を募集します

　

津
軽
地
方
の
代
表
的
な
庭
園
で

あ
る
盛
美
園
は
、
昭
和
28
年
に
国

の
名
勝
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
京

都
の
無
隣
庵
、
清
風
荘
と
と
も
に

明
治
時
代
の
三
名
園
の
一
つ
に
数

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

盛
美
園
は
、
清
藤
家
24
代
当
主

盛
美
が
大
石
武
学
流
宗
匠
「
小
幡

亭
樹
」
を
招
き
、
明
治
35
年
よ
り

９
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
完
成
さ

せ
た
も
の
で
す
。
庭
園
の
広
さ
は

３
６
０
０
坪
で
、
そ
の
一
隅
に
和見事な庭園が広がります

洋
折
衷
様
式
の
盛
美
館
が
建
て
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
園
は
、

７
月
に
公
開
さ
れ
た
ス
タ
ジ
オ
ジ

ブ
リ
の
最
新
作
「
借
り
ぐ
ら
し
の

ア
リ
エ
ッ
テ
ィ
」
の
舞
台
の
庭
の

参
考
に
さ
れ
ま
し
た
。

▽
開
園
期
間　

４
月
〜
11
月

▽
開
園
時
間　

午
前
８
時
〜
午
後

６
時

※
９
月
〜
11
月
は
午
前
８
時
〜
午

後
５
時
。

▽
と
こ
ろ　

平
川
市
猿
賀
字
石
林

▽
観
覧
料　

大
人
＝
４
０
０
円
／

中
学
・
高
校
生
＝
２
５
０
円
／
小

学
生
＝
１
５
０
円

※
団
体
割
引
有
り
。
幼
児
以
下
は

無
料
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

盛
美
園
（
☎

57
・
２
０
２
０
）

市
町
村
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

市
町
村
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

と　　き イベント名 内　　　容 問い合わせ先

1日・３日 大鰐温泉ねぷたまつり合同
運行

町内会などの扇ねぷた約15台による合同運行 大鰐温泉観光協会事務局（大鰐町企画観
光課内、☎48・2111）

１日～７日 弘前ねぷたまつり 約80台の扇ねぷたなどが市内を勇壮に練り歩きます 弘前市観光物産課（☎35・1111）

２日・３日 平川ねぷたまつり2010 高さ 11ｍの「世界一の扇ねぷた」が出陣 平川市商工会（☎44・3055）

４日 第35回田舎館村ねぷた合同運行 村内のねぷた約15台が出陣 田舎館村中央公民館（☎58・2250）

５日 第37回おのえねぷた祭り 尾上地域のねぷたの「鏡絵」と「見送り絵」は市外からも高評価 平川市商工会尾上支所（☎57・2317）

15日・16日 黒石よされ流し踊り 約3,000人の踊り子による流し踊り。飛び入り参加も可 実行委員会事務局（☎52・3488）

16日 大川原の火流し 点火された３隻のアシガヤの舟が、中野川を500ｍほど下ります 黒石観光協会（☎52・3488）

17日 ふるさと元気まつり2010 ねぷた、よされ、よさこいなど、さまざまな催しを開催。フィ
ナーレには花火を打ち上げます

黒石青年会議所（☎52・3369）
※雨天延期の場合は８月21日に開催。

中旬 碇ヶ関御関所祭り 津軽の表玄関の「関所」を舞台に、多彩なイベントを開催 平川市商工会碇ヶ関支所（☎45・2044）

20日 津軽花火大会 約4,000発の花火を打ち上げる花火大会 藤崎町商工会（☎75・2370）

22日 栃ノ海杯相撲大会 県内外から小・中学生力士が参加して熱戦を繰り広げます 田舎館村中央公民館（☎58・2250）

９
月

10
月

８
月

  

国
指
定
名
勝「
盛
美
園
」

　
　
　
　
　

  

平
川
市

　

 　

弘
前
城
築
城
400
年
祭

　
　
　
　
　

  

弘
前
市

　

弘
前
城
は
藩
祖
為
信
公
に
よ
り

計
画
さ
れ
、
二
代
藩
主
信
枚
公
に

よ
り
慶
長
16
年
（
１
６
１
１
）
に

完
成
し
、
来
る
平
成
23
年
（
２
０

１
１
）
に
は
築
城
400
年
の
節
目
の

年
を
迎
え
ま
す
。
市
で
は
、
こ
の

築
城
400
年
を
先
人
の
歩
み
を
振
り

返
り
な
が
ら
新
た
な
未
来
へ
踏
み

出
す
第
一
歩
と
位
置
付
け
、
平
成

23
年
に
「
弘
前
城
築
城
400
年
祭
」

を
実
施
し
ま
す
。
昨
年
に
は
、
弘

前
城
の
別
名「
鷹
岡
城
」の「
た
か
」

と
本
丸
の
「
丸
」
を
合
わ
せ
、
400

年
祭
の
気
運
が
「
高
ま
る
」
よ
う

に
と
名
付
け
ら
れ
た
、
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
た
か
丸
く
ん
」

が
誕
生
。
た
く
さ
ん
の
催
し
な
ど

に
参
加
し
て
活
躍
中
で
す
。
市
で

は
、
400
年
祭
を
構
成
す
る
事
業
と

し
て
今
後
、
多
彩
な
催
し
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
決
ま
り
次

第
、随
時
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.city.hirosaki.aom

ori.jp/
hirosaki400th/index.htm

l

）

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
城
築
城

400
年
祭
推
進
室
（
☎
40
・
７
０
１

７
）

※津軽広域連合は、弘前市・黒石市・平川市・藤崎町・板柳町・大鰐町・田舎館村・西目屋村の８市町村により、介護認定および障害
程度区分判定審査・各種ソフト事業などのさまざまな事務事業を共同で実施する特別地方公共団体です。

７日 産直マルシェ事業～軽トラde夕市～ 弘前市内の農家が新鮮な農産物などを軽トラックを使って販売 弘前市農政課（☎82・1635）

７日 レッツウォークお山参詣 お山参詣（９月６日～８日）の２日目に行われる体験型ツアー 実行委員会事務局（☎83・3000）

11・12日 黒石こみせまつり 津軽三味線・もつけ太鼓の演奏、民謡・手踊りなど 実行委員会事務局（☎52・4316）

19日 第29回暗門祭 暗門神社の伝統神事に、多彩なアトラクションを加え開催 西目屋村商工会（☎85・2828）

21日～23日 猿賀神社十五夜大祭 県下獅子踊大会が開かれ、県内各地の伝統芸能保存団体が勇壮な舞を披露 猿賀神社（☎57・2016）

下旬 第２回うめ～どinひらかわ
食と産業まつり

市内の特産品販売のほか、市内外の有名ラーメン店も出店 平川市商工会（☎44・3055）

３日 第18回稲刈り体験ツアー 田んぼアート「弁慶と牛若丸」の稲刈り体験ができます 田舎館村産業課（☎58・2111）

10日 りんごの里板柳まるかじり
ウオーク2010

りんごの里のウオーキング大会。６、12、25㎞の３コース！
りんごもぎとり体験もできます

板柳町教育委員会生涯学習課（☎ 72・
1800）

15日～17日 津軽の食と産業まつり 津軽の「食」と「産業」をテーマに地元生産品などを紹介。野
外テント村や催しも多数

運営協議会事務局（☎33・4111）

マスコットキャラクターたか丸くんと
「たか丸くん」石像
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まちの話題
まちの話題を写真

で紹介します。 たか丸くんが行くたか丸くんが行く!!!!!!
弘前城築城 400 年祭のマスコットキャラクターとしておなじみの「たか丸くん」。
積極的にイベントなどに参加して、400 年祭のＰＲ活動を行っています。

　6月 19 日、かだれ横丁（百石町）でサッカー日本
代表、岡田ジャパン対オランダのパブリックビューイ
ングが行われました。たか丸くんは、「勝利」と書か
れたハチマキと、サムライブルーの布を頭に巻きつけ
始球式を行い、会場に訪れた人たちと一緒に応援をし
ました。

　6月 27日、第11回よさこい津軽が開催されました。
弘前を代表するダンスチーム「ＡＯＭＯＲＩ花嵐桜
組」をはじめ、29 チームがパレード形式で演舞を披
露し、多くの観衆を魅了しました。たか丸くんも観衆
を前に「よっちょれ」を披露したり、フィナーレの合
同乱舞でほかのチームと一緒に踊ったりしていまし
た。

　７月 1日～ 7日、弘前大学文京キャンパス生協（文
京町）で七夕まつりが開催されました。たか丸くん
は 2日と 7日に訪問し、弘前大学よさこいチームと
一緒に「よっちょれ」を踊り、握手や記念撮影で多
くの学生と触れ合いました。イベントでは、宝探し・
玉入れなどが行われ、たか丸くんも参加して楽しん
でいました。

　7月4日、市民会館（下白銀町）で第２回国際子ど
も文化芸術交流が行われました。イベントでは市内外
の小学生から高校生までの児童・生徒が、民俗芸術や
合唱、ダンスや演奏などを披露しました。
　たか丸くんは、興味深くステージを見て、たくさん
の文化に触れるとともに参加者との交流を図っていま
した。

勝利を目指して、頑張れ日本！

七夕まつり開催！

国際子ども文化芸術交流

6/27

7/4

6/19

7/2

6 みんなとよさこい踊ったよ。

　７月 17 日、「岩木山から眺める夕陽」のイベント
として、岩木山８合目の津軽岩木スカイラインターミ
ナル前で、「夕陽夏祭り」が行われました。
　当日は、夕陽とダンスチーム「ＡＯＭＯＲＩ花嵐桜
組」などのよさこい演舞を目当てに、ツアー客らが訪
れました。夕陽は残念ながら雲の切れ間からのぞく程
度の天候でしたが、フィナーレの「よっちょれ」では
たか丸くんらが夕焼け空をバックに力強い舞を披露し
ました。

星まつりinそうま2010

　７月18日、星と森のロマントピア（水木在家字桜井）
で開催された「星まつりinそうま2010」。登山囃子（ば
やし）の演奏と紙漉沢獅子舞の演舞で幕があがり、ヒ
ップホップダンスなど多彩な催しが行われました。
　メーンイベントの「そうまＤＥよさこい」では、
10 チームが勢いのある踊りを披露。トップを飾った
相馬保育所の園児の際には、たくさんの父母らがわが
子の姿を写真やビデオに収めようと集まっていまし
た。

　７月 10 日・11 日の２日間、弘前総合保健センタ
ー（野田２丁目）で第 24 回市民の健康まつりが開催
されました。
　会場には、健康相談コーナーや検査・測定コーナー
など健康づくりに関連したたくさんのコーナーが設置
され、多くの家族連れなどでにぎわいました。
　訪れた人たちは、親子でブラッシング指導を受けた
り、人形を使った救急法を体験したりしながら健康へ
の意識を高めていました。

７月１８日

市民の健康まつり

７月１０日・１１日

夕陽夏祭り

７月１７日
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お

ら
せ

知●弘前市役所

　　☎３５・１１１１

●岩木庁舎

　　☎８２・３１１１

●相馬庁舎

　　☎８４・２１１１

★投影プログラム

【一般投影／ 45 分間】…星座と宇宙を

楽しく知るプログラム

▽テーマ　夜空を流れる星の川

▽観覧料　一般＝ 240 円／小・中学生、

高校生＝ 120 円

※ 65 歳以上の市民、市内の小・中学生

や障がい者、外国人留学生は無料。年

齢や住所を確認できるものを提示して

ください。

【みんなで星空散歩／ 30 分間】…子ど

も向けのプログラム

▽テーマ　星になったお医者さんアス

クレピオス

▽観覧料　無　料

【スターウィーク（星空に親しむ週間）

特別投影／ 30分間】

▽テーマ　星空を見に行こう！

▽観覧料　無　料

★問い合わせ先　中央公民館（☎ 33・

6561）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

投影日程

□…一般投影を午後１時半～、午後３時

～の２回投影　※２日・４日～６日の

午前 10時半はスターウィーク特別投影

■■…一般投影を午前10時半～、午後１時

半～、午後３時～の３回投影　※１日の

午前 10時半はスターウィーク特別投影

■■…みんなで星空散歩を午前 10 時半～

の１回、一般投影を午後１時半～、午後

３時～の２回投影　※７日の午前 10 時

半はスターウィーク特別投影

★…スターウィーク特別投影を午前 10
時半～１回投影　※５日は午前 11 時

15 分から投影

■■…休み

★★ ★ ★ ★ ★

催　

し

こ
ど
も
の
森
８
月
の
行
事

【
催
し
】

　

こ
ど
も
の
森
で
は
、
毎
月
楽
し

い
催
し
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

◎
弓
矢
大
会　

夏
の
陣

▽
と　

き　

８
月
15
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
半

※
雨
天
決
行
。

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

昼
食
、替
え
の
下
着
・

靴
下
、
雨
具

◎
初
秋
の
山　

イ
ヌ
ワ
シ
の
道
登

山▽
と　

き　

８
月
22
日
（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
半
〜
午
後
２
時

※
雨
天
決
行
。

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

昼
食
、替
え
の
下
着
・

靴
下
、
雨
具

【
特
別
企
画
展
】

◎
自
然
工
作
展

　

木
の
枝
や
根
な
ど
自
然
素
材
の

工
作
見
本
を
展
示
し
ま
す
。

▽
と　

き　

８
月
８
日
〜
15
日
、

午
前
８
時
半
〜
午
後
４
時
半

▽
入
場
料　

無　

料

　

〜
共
通
事
項
〜

▽
と
こ
ろ　

こ
ど
も
の
森
ビ
ジ
タ

ー
セ
ン
タ
ー
（
坂
元
字
山
元
、
久

渡
寺
地
内
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
の
森

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
（
☎
88
・
３

９
２
３
）／
市
公
園
緑
地
協
会（
☎

33
・
８
７
３
３
）

サ
タ
デ
ィ
プ
ラ
ン

　

土
曜
日
に
小
・
中
学
生
を
対
象

に
開
催
し
ま
す
。
料
金
は
無
料
で

す
。
み
ん
な
で
参
加
し
よ
う
！

▽
日
程
・
会
場

【
弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー
（
下
白
銀

町
）
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
】

○
み
ん
な
で
星
空
散
歩
（
子
ど
も

向
け
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
投
影
）

　

８
月
28
日
の
午
前
10
時
半
〜
11

時
／
中
央
公
民
館
（
☎
33
・
６
５

６
１
）

【
弘
前
図
書
館
（
下
白
銀
町
）】

○
読
み
聞
か
せ
と
図
書
館
の
探
検

隊
（
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
紙
芝

居
な
ど
と
図
書
館
地
下
書
庫
の
探

検
）　

８
月
28
日
の
午
後
２
時
〜

３
時
半
／
弘
前
図
書
館
（
☎
32
・

３
７
９
４
）

【
市
立
博
物
館
（
下
白
銀
町
）】

○
親
子
鑑
賞
会
（
開
催
展
覧
会
の

鑑
賞
。
保
護
者
も
無
料
）　

８
月

28
日
の
午
前
９
時
半
〜
正
午
／
市

立
博
物
館
（
☎
35
・
０
７
０
０
）

【
市
立
郷
土
文
学
館（
下
白
銀
町
）】

○
親
子
文
学
散
歩
（
ク
イ
ズ
を
解

き
な
が
ら
観
覧
）　

８
月
28
日
の

午
前
10
時
〜
正
午
／
市
立
郷
土
文

学
館
（
☎
37
・
５
５
０
５
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

各
会
場
へ
。

※
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
、
市
立
博
物

館
、
市
立
郷
土
文
学
館
は
市
内
の

小
・
中
学
生
は
い
つ
で
も
無
料
で

す
。
サ
タ
デ
ィ
プ
ラ
ン
以
外
の
日

も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
民
健
康
ペ
タ
ン
ク
大
会

▽
と　

き　

８
月
29
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜

▽
と
こ
ろ　

弘
前
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
（
八
幡
町
１
丁
目
）

▽
内　

容　

初
心
者
に
簡
単
な
講

習
を
行
っ
た
後
、
１
チ
ー
ム
３
人

の
チ
ー
ム
を
編
成
。
組
み
合
わ
せ

表
に
よ
り
全
チ
ー
ム
５
回
戦
を
行

う▽
対　

象　

市
民（
学
生
を
除
く
）

▽
参
加
料　

１
０
０
０
円
（
昼
食

代
を
含
む
）

※
当
日
、
受
付
で
納
入
を
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

８
月

11
日
ま
で
に
、
弘
前
市
ペ
タ
ン
ク

協
会
事
務
局
（
秋
庭
さ
ん
…
☎

34
・
９
５
４
８
、
宮
崎
さ
ん
…
☎

82
・
４
４
７
４
）
へ
。

※
必
ず
チ
ー
ム
単
位
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

刀
剣
の
手
入
れ
講
習
会

　

市
内
の
刀
剣
所
有
者
を
対
象

に
、
高
照
神
社
文
化
財
維
持
保
存

会
後
援
会
が
刀
剣
の
手
入
れ
講
習

会
を
行
い
ま
す
。

　

刀
剣
の
手
入
れ
を
希
望
す
る
人

は
、
当
日
会
場
に
刀
剣
を
持
参
の

上
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
と　

き　

８
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▽
と
こ
ろ　

高
岡
担
い
手
セ
ン
タ

ー
（
高
岡
字
神
馬
野
、
高
照
神
社

境
内
）

▽
参
加
料　

無　

料

▽
実
施
者　

二
唐
俊
さ
ん
、
相
馬

彰
さ
ん

▽
問
い
合
わ
せ
先　

高
照
神
社
文

化
財
維
持
保
存
会
後
援
会
事
務
局

（
☎
37
・
２
３
６
３
）

り
ん
ご
公
園
の
展
示
会

【
こ
ぎ
ん
刺
し
展
】

　
「
岩
木
か
ち
ゃ
ら
ず
会
」
の
協

力
で
、
津
軽
の
暮
ら
し
の
中
か
ら

生
ま
れ
た
素
朴
な
美
し
さ
を
持
つ

「
こ
ぎ
ん
刺
し
」
の
作
品
を
展
示

し
て
い
ま
す
。

▽
と　

き　

９
月
27
日
ま
で
の
午

前
９
時
〜
午
後
５
時

【
り
ん
ご
が
素
材
の
工
芸
展
】

　
「
り
ん
ご
ワ
ー
ク
」
の
協
力
で
、

り
ん
ご
樹
の
灰
の
釉
（
う
わ
ぐ
す

り
）
を
使
っ
た
焼
き
物
「
ば
ん
り

ゅ
う
焼
」
や
、
り
ん
ご
の
樹
皮
を

織
り
込
ん
だ
バ
ッ
グ
や
財
布
、
し

お
り
な
ど
の
作
品
「
林
寿
（
り
ん

じ
ゅ
）」、
ハ
ン
カ
チ
や
糸
な
ど
の

「
り
ん
ご
草
木
染
め
」
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

　

り
ん
ご
を
素
材
と
し
た
作
品
の

数
々
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
と　

き　

８
月
23
日
ま
で
の
午

前
９
時
〜
午
後
５
時

　

〜
共
通
事
項
〜

▽
と
こ
ろ　

り
ん
ご
公
園
（
清
水

富
田
字
寺
沢
）
り
ん
ご
の
家

▽
問
い
合
わ
せ
先　

り
ん
ご
公
園

（
☎
36
・
７
４
３
９
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
自
然

ふ
れ
あ
い
宿
泊
体
験

　

学
校
へ
行
き
た
く
て
も
な
か
な

か
行
け
ず
に
、
困
難
を
感
じ
て
い

る
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、
自
然

の
中
で
の
ふ
れ
あ
い
体
験
活
動
を

通
し
て
再
登
校
の
支
援
を
行
い
ま

す
。

▽
日
程
と
内
容　

８
月
19
日
〜
20

日
（
１
泊
２
日
）
の
宿
泊
体
験

※
野
外
炊
事
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ア
、
創
作
体
験
な
ど
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

▽
と
こ
ろ　

岩
木
青
少
年
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー（
常
盤
野
字
湯
段
萢
）

※
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
（
末
広
４

丁
目
）
か
ら
出
発
し
ま
す
。

▽
対　

象　

不
登
校
ま
た
は
そ
の

傾
向
に
あ
る
児
童
・
生
徒
（
小
学

校
５
年
生
〜
中
学
校
３
年
生
）、

学
校
適
応
指
導
教
室
通
級
生

▽
定　

員　

20
人
程
度

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

学
校

適
応
指
導
教
室
（
末
広
４
丁
目
、

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
26
・

４
８
０
５
）

※
不
登
校
に
関
す
る
相
談
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　全国的に有名な夏の行事で、重要

無形民俗文化財の「弘前ねぷた」。

その歴史を振り返り、優れた絵師た

ちの代表的な作品を展示しています。

　展示ホールでは、毎年恒例の「棟

方志功ねぷた」もお楽しみください。

▽開催期間　７月 31 日～８月 29
日、午前９時半～午後４時半

※８月６日は午後７時まで。

▽観覧料　一般＝ 280 円（210 円）
／高校・大学生＝ 140 円（100 円）
／小・中学生＝ 80円（40 円）
※（　）内は 20人以上の団体料金。
また、65歳以上の市民、市内の小・
中学生や障がい者、外国人留学生は

無料。年齢や住所を証明できるもの

を提示してください。

▽休館日　毎週月曜日（８月２日は

開館）

▽問い合わせ先　市立博物館（下白

銀町、☎ 35・0700）

駅
前
夏
ま
つ
り
と　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

▽
と　

き　

８
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▽
と
こ
ろ　

駅
前
大
通
り

▽
内　

容　

花
柳
流
踊
り
、
よ
さ

こ
い
な
ど
／
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

（
40
区
画
〈
参
加
料
１
区
画
＝
１

０
０
０
円
〉）

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者

（
未
成
年
、
業
者
を
除
く
）
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

８
月

18
日
ま
で
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

に
、
弘
前
駅
前
商
店
街
振
興
組
合

（
☎
兼
フ
ァ
ク
ス
32
・
１
０
６
０
）

へ
。

竹森節堂筆「乙姫」

市立博物館企画展２

　弘前
　ねぷた展
併設…津軽の歴史展

お知らせ

9 …　広報ひろさき　平成２２年８月１日号

プラネタリウムプラネタリウムプラネタリウム

弘前文化センター

８月
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お知らせ

…　広報ひろさき　平成２２年８月１日号11

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ

参
加
者
募
集   　
　

 

〜
大
学
の
研
究
室
を
の
ぞ
い
て
み

よ
う
〜

　

弘
前
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科

で
は
、
第
３
回
病
理
生
命
科
学
サ

イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
を
開
催
し
ま

す
。
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
と
は
、

科
学
者
な
ど
の
専
門
家
と
参
加
者

が
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
テ
ー
マ

を
設
け
て
科
学
の
話
題
に
つ
い
て

語
り
合
う
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
場
で
す
。
大
学
の
研

究
見
学
や
体
験
企
画
も
あ
り
ま
す

の
で
、
こ
の
機
会
に
最
新
の
研
究

に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
と　

き　

８
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

※
受
け
付
け
は
午
後
０
時
半
〜
。

▽
と
こ
ろ　

弘
前
大
学
大
学
院
医

学
研
究
科
病
理
生
命
科
学
講
座

（
在
府
町
）
基
礎
棟
２
階

▽
テ
ー
マ　
「
歯
周
病
と
全
身
疾

患
と
の
関
連
」

▽
対　

象　

高
校
生
、
専
門
学
校

生
、
大
学
生
ま
た
は
将
来
医
療
に

従
事
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
人
＝

20
人
程
度
（
先
着
順
）

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
。

▽
参
加
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

電
話

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
弘
前
大
学

大
学
院
医
学
研
究
科
病
理
生
命

科
学
講
座
（
佐
藤
さ
ん
、
☎
39
・

５
０
２
９
、
Ｅ
メ
ー
ルfsato@

cc.hirosaki-u.ac.jp

）
へ
。

多
胎
児
の
家
族
の
交
流
会

　
「
ふ
た
ご
の
マ
マ
・
パ
パ
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
!!
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
し
ま
す
。

▽
と　

き　

８
月
29
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▽
と
こ
ろ　

み
ど
り
保
育
園
（
御

幸
町
）

▽
内　

容　
〝
楽
つ
み
木
〞
で
遊

ぼ
う
！
、
双
子
・
三
つ
子
育
児
の

体
験
談
や
情
報
交
換
な
ど

▽
対　

象　

多
胎
児
を
妊
娠
し
て

い
る
人
、
未
就
学
の
多
胎
児
を
育

て
て
い
る
家
族

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
当
日
直
接
会
場
へ
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

み
ど
り
保
育

園
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
32
・
０
５
１
０
）

教
室･

講
座

【展示会など】

●夏の室内植物展　８日まで

●観葉植物展　13日～ 22 日
【講習会など】

●バラのせん定と管理　７日、午

後１時半～３時半

●アメリカシロヒトリの防除法　

28日、午後１時半～３時半
●訪問相談　21日・28 日
※庭木の出張診断です。電話で申

し込んでください。

【弘前城植物園…

　　　　　　　今月見られる花】

スモークツリー、ハス、ノウゼン

カズラ、キレンゲショウマなど

●問い合わせ先　緑の相談所（☎

33・8737）
※４月１日～ 11 月 23 日は毎日
開館しています。

弘
前
地
区
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

コ
ン
テ
ス
ト
大
会　
　
　
　

　

家
族
み
ん
な
で
料
理
す
る
と
、

楽
し
い
雰
囲
気
に
な
り
、
会
話
が

弾
み
ま
す
。
ま
た
、
み
ん
な
で
食

べ
る
と
料
理
も
お
い
し
く
な
り
、

笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
す
。

　
「
食
」
を
考
え
、
親
子
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
楽
し

い
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。

▽
と　

き　

10
月
３
日
（
日
）

▽
と
こ
ろ　

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

（
下
白
銀
町
）
３
階
調
理
実
習
室

▽
内　

容　
「
わ
が
家
の
お
い
し

い
ご
は
ん
」
を
テ
ー
マ
に
、
親
子

で
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
を
作
成

▽
対　

象　

市
内
在
住
の
親
（
保

護
者
）
と
子
（
小
学
生
）
の
２
人

１
組

▽
調
理
の
条
件　

食
材
費
＝
２
０

０
０
円
以
内
（
４
人
分
）
／
調
理

時
間
＝
60
分
（
盛
り
付
け
時
間
を

除
く
）

▽
注
意
事
項

○
レ
シ
ピ
は
未
発
表
の
も
の
で
、

ガ
ス
な
ら
で
は
の
調
理
方
法
を
活

用
す
る
こ
と
。

○
品
数
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
自
宅
な
ど
で
の
下
準
備
・
下
ご

し
ら
え
は
不
可
。

○
交
通
費
・
食
材
費
は
事
務
局
で

負
担
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

８
月

31
日
ま
で
に
電
話
で
、
弘
前
ガ
ス

（
☎
27
・
９
１
０
０
）
へ
。

※
電
話
で
受
け
付
け
し
た
後
で
、

申
込
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

初
心
者
テ
ニ
ス
教
室

▽
と　

き　

８
月
３
日
〜
11
月
16

日
の
毎
週
火
曜
日
、
午
後
１
時
〜

３
時

▽
と
こ
ろ　

運
動
公
園
（
豊
田
２

丁
目
）
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ほ
か

▽
内　

容　

硬
式
テ
ニ
ス
の
基
本

ス
ト
ロ
ー
ク
な
ど

▽
対　

象　

18
歳
以
上
の
市
民
＝

10
人

▽
参
加
料　

１
回
５
０
０
円
（
ス

ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料
お
よ
び
ボ
ー

ル
代
と
し
て
）

▽
持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服

装
、
汗
ふ
き
タ
オ
ル

※
ラ
ケ
ッ
ト
、
ボ
ー
ル
は
貸
し
出

し
ま
す
。

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
、
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
か
Ｅ
メ
ー
ル（
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
参
加

日
を
記
入
）
で
、
参
加
希
望
日
の

前
日
ま
で
に
申
し
込
み
を
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

Ｎ
Ｐ

Ｏ
リ
ベ
ロ
津
軽
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

事
務
局
（
川
村
さ
ん
、
☎
35
・
０

０
４
３
、
フ
ァ
ク
ス
33
・
１
４
４

６
、
Ｅ
メ
ー
ルinfo@

libero-sc.
com

）
さ
ん
か
く
セ
ミ
ナ
ー

　

独
自
に
開
発
し
た
電
着
画
像
技

術
に
よ
り
、
世
界
的
企
業
に
成
長

し
た
会
社
が
弘
前
に
あ
り
ま
す
。

　

技
術
開
発
に
か
け
る
情
熱
や
、

人
と
の
出
会
い
の
大
切
さ
の
話
の

中
か
ら
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
た

め
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
て
み
ま
せ

ん
か
。

▽
と　

き　

８
月
11
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
６
時
半
〜
８
時
半

▽
と
こ
ろ　

市
民
参
画
セ
ン
タ
ー

（
元
寺
町
）３
階
グ
ル
ー
プ
活
動
室

▽
テ
ー
マ　
「
弘
前
か
ら
世
界
へ
」

▽
講　

師　

中
山
廣
男
さ
ん
（
テ

フ
コ
青
森
株
式
会
社
代
表
取
締
役

社
長
）

▽
対　

象　

市
民
＝
40
人

▽
参
加
料　

無　

料

※
保
育
室
を
用
意
し
ま
す
の
で
、

希
望
者
は
参
加
申
し
込
み
時
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

８
月

９
日
ま
で
に
、
市
民
参
画
セ
ン
タ

ー
（
☎
31
・
２
５
０
０
）
へ
。

ベ
テ
ラ
ン
ズ
セ
ミ
ナ
ー

▽
と　

き　

８
月
19
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▽
と
こ
ろ　

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

（
下
白
銀
町
）
２
階
中
会
議
室

▽
内　

容　
「
最
近
の
政
局
に
つ

い
て
」
…
講
師
・
石
岡
由
美
子
さ

ん
（
陸
奥
新
報
社
編
集
局
報
道
部

長
）

▽
対　

象　

60
歳
以
上
の
市
民

▽
受
講
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

電
話

で
、
中
央
公
民
館
（
☎
33
・
６
５

６
１
）
へ
。

ミ
ニ
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル

教
室
（
後
期
） 　
　
　

  

▽
と　

き　

８
月
21
日
〜
９
月
18

日
の
毎
週
土
曜
日
、
午
後
６
時
半

〜
７
時
半

▽
と
こ
ろ　

岩
木
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
（
兼
平
字
猿
沢
）

▽
内　

容　

意
識
し
な
い
筋
肉
の

働
き
や
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
養
い
、

北
辰
学
区
高
杉
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
の
教
室　
　
　

【
あ
け
び
カ
ゴ
作
り
教
室
】

▽
と　

き　

９
月
２
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

▽
と
こ
ろ　

北
辰
学
区
高
杉
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
独
狐
字
山
辺
）

▽
内　

容　

あ
け
び
づ
る
を
使
っ

て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
カ
ゴ
（
30
㌢
×

25
㌢
×
10
㌢
）
を
製
作

▽
定　

員　

10
人
（
先
着
順
）

▽
材
料
費　

５
０
０
０
円
（
当
日

持
参
を
）

▽
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

北
辰

学
区
高
杉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
☎
95
・
３
６
０
１
）

※
月
曜
日
は
休
館
。

負
担
を
か
け
な
い
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

▽
対　

象　

高
校
生
以
上
の
市
民

＝
20
人

▽
参
加
料　

無
料
（
各
自
傷
害
保

険
な
ど
に
加
入
を
）

▽
持
ち
物　

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル

※
ミ
ニ
ボ
ー
ル
を
20
個
ま
で
貸
し

出
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
）
で
、

岩
木
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
☎

82
・
５
７
０
０
、
フ
ァ
ク
ス
82
・

５
７
０
１
）
へ
。

ダ
ン
ス
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

▽
と　

き　

８
月
26
日
、
９
月
２

日
・
９
日
・
16
日
の
午
後
７
時
〜

９
時
（
計
４
回
）

▽
と
こ
ろ　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

（
五
十
石
町
）

▽
内　

容　

ラ
テ
ン
の
リ
ズ
ム
で

楽
し
く
踊
り
な
が
ら
ウ
エ
ス
ト
周

り
の
筋
肉
を
鍛
え
る
、
初
心
者
向

け
の
ダ
ン
ス
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

▽
対　

象　

市
内
に
勤
務
か
居
住

の
働
く
青
少
年
（
お
お
む
ね
35
歳

ま
で
）
＝
15
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
室
内
用
シ

ュ
ー
ズ
、
運
動
で
き
る
服
装

▽
申
込
先　

８
月
24
日
ま
で
に
、

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎
34
・
４

３
６
１
）
へ
。

 

弘
前
城
築
城
400
年
祭
記
念
事
業

高
照
神
社
奉
納
絵
図
展

〜
明
治
10
年　

貴
田
稲
城
奉
納
絵

図
等
展
示
〜

　

弘
前
城
築
城
４
０
０
年
を
来
年

に
控
え
、
信
政
公
御
神
忌
３
０
０

年
を
迎
え
る
記
念
す
べ
き
本
年
、

高
照
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
絵
図
約

３
３
０
点
を
展
示
し
ま
す
。

　

北
は
松
前
・
函
館
か
ら
南
は
薩

摩
に
至
る
、
ほ
ぼ
全
国
の
領
内
図

や
城
絵
図
な
ど
、
１
枚
１
枚
の
絵

図
の
時
代
・
地
域
性
を
表
す
貴
重

な
歴
史
資
料
を
見
学
し
て
、
歴
史

に
思
い
を
は
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
と　

き　

８
月
８
日
〜
10
日
、

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
10
日
は
午
後
３
時
ま
で
。

▽
と
こ
ろ　

岩
木
山
総
合
公
園

（
百
沢
字
裾
野
）「
ア
リ
ー
ナ
」

▽
観
覧
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
先　

高
照
神
社
社

務
所
（
高
照
神
社
文
化
財
維
持
保

存
会
後
援
会
、
☎
83
・
２
４
６
５
）

　お山参詣は、昔から受け継がれてきた、

五穀豊穣（ほうじょう）・家内安全を岩

木山に祈願する集団登拝行事です。

　レッツウォークお山参詣は、昭和 59
年１月に重要無形民俗文化財の指定を受

けたことを契機にスタートした「体験型

ツアー」で、広く多くの市民や観光客に

岩木山の伝統行事を気軽に体験してもら

えるように企画されたものです。

▽と　き　９月７日（火）

▽日　程　受付…午前７時半（岩木庁舎

前）／行列出発…午前８時半／解散…午

後３時ごろ

※天候により変更になる場合がありま

す。

▽定　員　300 人（先着順）
▽参加料　1,500 円
▽注　意　服装は上下とも白系統／約６

㎞の歩行になるので運動靴など歩きやす

い履き物で

▽問い合わせ・申込先　８月 20 日まで
に、レッツウォークお山参詣実行委員

会事務局（〒 036・1343、百沢字裾野
124、岩木山観光協会内、☎ 83・3000、
ファクス 83・3001）へ。

山第第2727回回
レッツウォークお山参詣

詣は、昔から受け継がれてき

ツウォ クお山参ツウォ クお山参詣

参加者募集！参加者募集！

お知らせ

緑の相談所

８
月
の
催
し
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お知らせ

…　広報ひろさき　平成２２年８月１日号13

お知らせ

　縁日と防災を組み合わせた夏祭りを開催し

ます。この夏祭りは、市と弘前大学の連携に

関する協定に基づき開催するもので、宵宮で

おなじみの露店の前に、陸上自衛隊の防災車

両や、消防署の救急車・消防車などが展示さ

れるとても不思議な夏祭りです。家族連れで

お出掛けください。

▽と　き　８月 21日（土）
　　　　　午後１時半～８時

▽ところ　弘前城東タウンプラザ（早稲田４

丁目のヤマダ電機・ユニバース・ホーマック）

前の市道

※車両通行止め時間は午後０時半～９時。

▽内　容　防災に必要な自衛隊車両・機械の

展示と解説、消防車両および高規格救急車の

展示、簡単な蘇生（そせい）処置体験や救急

講習、自動車事故災害からの救助、医師・看

護師による医療活動訓練、露店、お山参詣体

験、地震を起こす体験ゲームなど

▽出展団体　弘前大学、陸上自衛隊第 39 普
通科連隊、弘前地区消防事務組合、早稲田中

央町会、ＮＰＯ津軽広域救急支援機構、弘前

露天商業組合、青南商事ほか

▽その他　駐車場は弘前城東タウンプラザの

駐車場などを使用できますが、駐車台数に限

りがありますので、なるべく公共交通機関の

ご利用や、自家用車を乗り合わせておいでく

ださい。なお、当日は付近を通行するバスの

コースが一部変更となる場合があります。

▽問い合わせ先　電話かＥメールで、中央公

民館（☎ 33・6561、Ｅメール chuuoukou@
city.hirosaki.lg.jp）へ。

ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

▽
と　

き　

８
月
23
日
〜
９
月
27

日
の
毎
週
月
曜
日
、
午
後
１
時
〜

２
時

▽
と
こ
ろ　

弘
前
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
（
八
幡
町
１
丁
目
）

▽
内　

容　

体
操
、ス
ト
レ
ッ
チ
、

簡
単
な
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

▽
対　

象　

市
民
＝
15
人

▽
参
加
料　

無
料
（
各
自
傷
害
保

険
な
ど
に
加
入
を
）

▽
持
ち
物　

フ
ェ
ー
ス
タ
オ
ル
、

飲
み
物

▽
申
し
込
み
方
法　

往
復
は
が
き

に
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

電
話
番
号
・
教
室
名
を
記
入
し
、

８
月
18
日
（
必
着
）
ま
で
に
弘
前

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
〒
036
・

８
０
５
７
、
八
幡
町
１
丁
目
９
の

１
）
へ
。

※
は
が
き
１
枚
で
１
人
ま
で
と

し
、
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で

決
定
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
（
☎
33
・
４
５
４

５
）水

泳
教
室
（
ク
ロ
ー
ル
）

▽
と　

き　

８
月
24
日
〜
９
月
９

日
の
毎
週
火
・
木
曜
日
、
午
前
10

時
〜
11
時

▽
と
こ
ろ　

温
水
プ
ー
ル
石
川

（
小
金
崎
字
村
元
）

▽
内　

容　

ク
ロ
ー
ル
の
呼
吸
練

習▽
対　

象　

市
民
＝
15
人

▽
参
加
料　

無
料
（
各
自
傷
害
保

険
な
ど
に
加
入
を
）

▽
申
し
込
み
方
法　

往
復
は
が
き

に
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

電
話
番
号
・
教
室
名
を
記
入
し
、

８
月
13
日
（
必
着
）
ま
で
に
温
水

プ
ー
ル
石
川
（
〒
036
・
８
１
２
３
、

小
金
崎
字
村
元
１
２
５
）
へ
。

※
は
が
き
１
枚
で
１
人
ま
で
と

し
、
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で

決
定
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

温
水
プ
ー
ル

石
川
（
☎
49
・
７
０
８
１
）

水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

▽
と　

き　

８
月
23
日
〜
９
月
16

日
の
毎
週
月
・
木
曜
日
、
午
後
１

時
〜
２
時

▽
と
こ
ろ　

温
水
プ
ー
ル
石
川

（
小
金
崎
字
村
元
）

▽
内　

容　

水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

の
基
本
か
ら
応
用
、
水
中
ス
ト
レ

ッ
チ
、
簡
単
な
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
・
ゲ
ー
ム
な
ど

▽
対　

象　

お
お
む
ね
60
歳
以
上

の
市
民
＝
20
人

▽
参
加
料　

無
料
（
各
自
傷
害
保

険
な
ど
に
加
入
を
）

▽
申
し
込
み
方
法　

往
復
は
が
き

に
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

電
話
番
号
・
教
室
名
を
記
入
し
、

８
月
16
日
（
必
着
）
ま
で
に
河
西

体
育
セ
ン
タ
ー
（
〒
036
・
８
３
１

６
、
石
渡
１
丁
目
19
の
１
）
へ
。

※
は
が
き
１
枚
で
１
人
ま
で
と

し
、
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で

決
定
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

河
西
体
育
セ

ン
タ
ー
（
☎
38
・
３
２
０
０
）

夏
期
セ
ミ
ナ
ー
「
成
年

 

後
見
制
度
基
礎
講
座
」　

 

　

高
齢
社
会
が
進
む
現
在
、
認
知

症
な
ど
に
よ
り
判
断
能
力
が
衰

え
、
法
律
行
為
が
で
き
な
く
な
っ

た
人
た
ち
の
た
め
の
「
成
年
後
見

制
度
」
の
必
要
性
が
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
基
礎
講
座
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▽
と　

き　

８
月
28
日
・
29
日

▽
と
こ
ろ　

市
民
参
画
セ
ン
タ
ー

（
元
寺
町
）
３
階
活
動
室

▽
内　

容  

１
日
目　

午
前
10
時

〜
11
時
半
（
午
前
９
時
半
受
け
付

け
）
＝
「
成
年
後
見
制
度
の
諸
問

題
」
…
講
師
・
小
田
切
達
さ
ん

（
弁
護
士
）、
午
後
０
時
半
〜
１
時

40
分
＝
「
成
年
後
見
制
度
の
現
状

と
展
望
」
…
講
師
・
小
宅
大
典
さ

ん（
元
家
庭
裁
判
所
主
任
調
査
官
）

／
２
日
目　

午
前
10
時
〜
正
午
＝

「
事
例
研
究
を
通
じ
て
」
…
講
師
・

井
上
雅
哉
さ
ん
（
社
会
福
祉
士
）、

午
後
１
時
〜
３
時
＝
成
年
後
見
制

度
と
、
関
連
す
る
い
ろ
い
ろ
な
法

律
問
題
に
つ
い
て
の
フ
リ
ー
ト
ー

キ
ン
グ

※
最
後
に
修
了
証
書
を
贈
呈
。

▽
参
加
料　

３
０
０
０
円
（
資
料

代
な
ど
と
し
て
）

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
「
成
年
後
見
制
度
を

考
え
る
会
」（
目
賀
田
さ
ん
、
☎

37
・
０
３
４
５
）

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

に
よ
る
パ
ソ
コ
ン
講
座

　

学
ぶ
市
民
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン

講
座
で
す
。

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
】

▽
と　

き　

９
月
１
日
・
８
日
・

15
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
１
時
45

分
（
希
望
者
の
み
、
復
習
・
質
問

時
間
＝
午
後
１
時
45
分
〜
３
時
）

▽
内　

容　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操

作
、
文
字
入
力

▽
対　

象　

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の

市
民
＝
30
人
（
本
年
度
初
め
て
の

人
を
優
先
）

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
昼
食

※
本
年
度
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
お
よ
び
メ
ー
ル
に
つ
い
て
は
別

講
座
に
な
り
ま
す
。

【
ワ
ー
ド
２
０
０
７

                   

実
践
夜
間
講
座
】

▽
と　

き　

９
月
３
日
・
10
日
・

17
日
の
午
後
７
時
〜
９
時
（
希
望

者
の
み
、
復
習
・
質
問
時
間
＝
午

後
９
時
〜
９
時
45
分
）

▽
内　

容　

ワ
ー
ド
２
０
０
７
の

実
践
的
な
活
用
方
法
の
習
得

▽
対　

象　

写
真
の
挿
入
、
表
や

イ
ラ
ス
ト
の
作
成
が
で
き
る
市
民

＝
30
人

▽
参
加
料　

１
０
５
円
（
テ
キ
ス

ト
代
と
し
て
）

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ

メ
モ
リ

※
ワ
ー
ド
は
２
０
０
７
を
使
用
し

ま
す
。
ほ
か
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
使

っ
て
い
る
人
は
操
作
方
法
が
異
な

り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

〜
共
通
事
項
〜

▽
と
こ
ろ　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

（
末
広
４
丁
目
）

▽
受
け
付
け
開
始　

８
月
17
日
、

午
前
８
時
半
〜

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

電
話
で
の
申
し
込
み
も
受
け
付
け

ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

学
習

情
報
館（
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
内
、

☎
26
・
４
８
０
０
）

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン

運
転
技
能
講
習　
　
　

▽
と　

き　

９
月
14
日
〜
16
日

▽
と
こ
ろ　

学
科
＝
サ
ン
ラ
イ
フ

弘
前
（
豊
田
１
丁
目
）
／
実
技
＝

日
本
通
運
弘
前
支
店
タ
ー
ミ
ナ
ル

（
新
里
字
中
平
岡
）

▽
対　

象　

①
申
請
時
に
求
職
中

で
、
雇
用
保
険
を
受
給
し
て
い
る

40
歳
以
上
の
人
（
雇
用
保
険
の
受

給
期
間
を
終
え
て
な
お
求
職
中
の

人
を
含
む
）　

②
出
稼
労
働
者
で

18
歳
以
上
の
人

▽
定　

員　

５
人

▽
受
講
料　

１
万
円

※
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
別
途
１
５

０
０
円
が
必
要
。

▽
申
し
込
み
受
付　

８
月
16
日
〜

23
日

※
申
し
込
み
に
は
、
印
鑑
、
写
真

（
縦
30
㍉
×
横
22
㍉
）
１
枚
、
雇

用
保
険
受
給
者
証
か
出
稼
労
働
者

手
帳
（
有
効
期
限
内
の
も
の
）、

自
動
車
運
転
免
許
証
が
必
要
で

す
。
代
理
人
に
よ
る
申
し
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

商
工

労
政
課
労
政
係
（
市
役
所
６
階
、

☎
35
・
１
１
３
５
）

戦
没
者
遺
児
の
皆
さ
ん
へ

　

日
本
遺
族
会
で
は
、
先
の
戦
争

で
父
な
ど
を
亡
く
し
た
遺
児
を
対

象
に
、
父
な
ど
の
戦
没
し
た
旧
戦

域
を
訪
れ
て
慰
霊
追
悼
を
行
う
と

と
も
に
、
現
地
の
人
と
の
友
好
親

善
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、「
戦

没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善

事
業
」
を
実
施
し
て
お
り
、
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

本
年
度
は
20
周
年
記
念
と
し
て

「
洋
上
慰
霊
」
も
実
施
し
ま
す
。

　

詳
し
い
日
程
や
訪
問
地
、
申
し

込
み
方
法
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

青
森
県
遺
族

会
（
☎
青
森
017
・
722
・
４
８
１
９
）

あ
お
も
り
お
に
ぎ
り　
　

コ
ン
テ
ス
ト　

作
品
募
集  

　

青
森
県
青
果
卸
売
市
場
協
会
で

は
、
県
産
米
と
青
森
に
な
じ
み
の

深
い
食
材
を
使
い
、
朝
ご
は
ん
と

し
て
手
軽
に
作
る
こ
と
が
で
き
る

「
お
に
ぎ
り
」
作
品
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
食
べ
て

ほ
し
い
と
思
う
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
作

品
を
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
応
募
資
格　

①
県
内
在
住
の
16

歳
以
上
の
人　

②
二
次
審
査
（
調

理
審
査
）
会
場
（
青
森
市
）
で
作

品
を
作
れ
る
人

▽
応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、完
成
写
真（
Ｌ

サ
イ
ズ
ま
た
は
Ｅ
サ
イ
ズ
）
を
貼

り
付
け
、
８
月
20
日
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
、
あ
お
も
り
お
に

ぎ
り
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
応
募
事
務

局
へ
郵
送
を
。

※
な
お
、
応
募
用
紙
は
応
募
事

務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.kyodo-ad.com

/

）
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先　

あ
お

も
り
お
に
ぎ
り
コ
ン
テ
ス
ト
作
品

応
募
事
務
局
（
〒
030
・
０
８
１
２
、

青
森
市
堤
町
２
の
１
の
１
、
株
式

会
社
協
同
内
、
☎
青
森
017
・
777
・

４
１
９
１
）

　今までのテレビ放送（地上ア

ナログ放送）は、平成 23 年７
月 24 日で終了し、地上デジタ
ル放送へ移行します。

　総務省青森県テレビ受信者

支援センター（デジサポ青森）

では、地上デジタル放送に関す

るあらゆる質問にお答えする

臨時相談窓口を設置します。

▽と　き　８月 17 日～ 19 日、
午前 10時～午後４時
▽ところ　勤労青少年ホーム

（五十石町）集会室（17日）／
娯楽談話室（18日・19 日）
▽その他　臨時相談窓口と並

行して、地デジに関する基礎的

な内容を映像や機器を用いて

説明する「地デジ説明会」も実

施します（午前 10 時から 11
時ごろまで） 。

▽問い合わせ先　総務省青森

県テレビ受信者支援センター

「デジサポ青森」（☎青森 017・
771・1010）

地上デジタル放送
　　に関する
　臨時相談窓口

～弘前大学との地域づくり連携事業～～弘前大学との地域づくり連携事業～

夏の露店祭りフェスタ2010夏の露店祭りフェスタ2010

夏祭りに

行きましょ！
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お知らせ

…　広報ひろさき　平成２２年８月１日号15

　全国のシニア世代と一緒に弘前大学で
学んでみませんか？

▽と　き　９月６日～ 10日
▽ところ　弘前大学（文京町）

▽内　容　13講座（下表参照）
▽対　象　50歳以上の人
▽受講料　７万円

▽申込期限　８月 12日（木）
※申込人数によっては期限前に締め切る

場合がありますので、ご了承ください。

▽問い合わせ・申込先　シニアサマーカ

レッジ受付デスク（弘前観光コンベンシ

ョン協会内、☎ 35・3132、ホームペー
ジ http://www.hirosaki-u.ac.jp/jimu/sya/

senior/index22.html）

講　　義　　内　　容
【講義１・２】弘前城の築城と城下町弘前の
変容

【講義３】自然栽培成功までの道のり

【講義４】りんご自然栽培の科学的解明に向
けて
【講義５】トキワ荘の青春－漫画ブームの原
点を探る－
【講義６】青森の手仕事あれこれ－津軽塗り
を中心にして－
【講義７】心と身体を育む食

【講義８】昔の資料を基に－弘前ねぷた絵　
今・昔－
【講義９・10】白神山地ブナ林の動植物

【講義11】つがる健康談議

【講義12】「北の文学連峰」～石坂洋次郎、
太宰治から長部日出雄まで～
【講義13】方言について

シニアカレッジ in 弘前大学

「国立大学でひと夏の
キャンパスライフを」

そ
の
他

自
衛
官
募
集

【
自
衛
官
候
補
生
】

▽
資　

格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

の
人

▽
試
験
日　

男
子
＝
９
月
27
日
・

28
日
／
女
子
＝
９
月
29
日

▽
試
験
場
所
（
予
定
）　

男
子
＝

弘
前
駐
屯
地
（
原
ヶ
平
字
山
中
）

／
女
子
＝
青
森
駐
屯
地
（
青
森
市

浪
館
字
近
野
）

【
一
般
曹
候
補
生
】

▽
資　

格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

の
人

▽
試
験
日
（
１
次
）　

９
月
18
日

▽
試
験
場
所
（
予
定
）　

千
年
交

流
セ
ン
タ
ー
（
原
ヶ
平
５
丁
目
）

【
航
空
学
生
】

▽
資　

格　

高
校
を
卒
業
ま
た
は

本
年
度
卒
業
見
込
み
の
21
歳
未
満

の
人

▽
試
験
日
（
１
次
）　

９
月
23
日

▽
試
験
場
所
（
予
定
）　

千
年
交

流
セ
ン
タ
ー

　

〜
共
通
事
項
〜

▽
受
付
期
間　

８
月
１
日
〜
９
月

10
日

▽
問
い
合
わ
せ
先　

自
衛
隊
弘
前

地
域
事
務
所（
城
東
中
央
３
丁
目
、

☎
27
・
３
８
７
１
）

県
境
不
法
投
棄
現
場　
　
　

県
民
見
学
会
の
参
加
者
募
集

　

県
で
は
産
業
廃
棄
物
が
不
法
投

棄
さ
れ
た
現
場
の
原
状
回
復
進
ち

ょ
く
状
況
を
県
民
に
公
開
す
る
た

め
、現
地
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

な
お
、
移
動
は
県
が
手
配
す
る
専

用
バ
ス
に
な
り
ま
す
。

▽
と　

き　

９
月
５
日
（
日
）、

午
前
10
時
45
分
に
弘
前
駅
城
東
口

前
出
発
、
午
後
４
時
15
分
ご
ろ
同

所
解
散
予
定
。

▽
見
学
場
所
（
２
カ
所
）　

県
境

不
法
投
棄
現
場
、
浸
出
水
処
理
施

設
（
と
も
に
田
子
町
茂
市
川
倉
ノ

上
）

▽
定　

員　

40
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
決

定
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

８
月

20
日
ま
で
に
電
話
で
、
青
森
県
環

境
生
活
部
県
境
再
生
対
策
室
（
☎

青
森
017
・
734
・
９
２
６
１
）
へ
。

市
民
参
画
セ
ン
タ
ー
の

臨
時
休
館　
　
　
　
　

　

市
民
参
画
セ
ン
タ
ー
で
は
、
設

備
の
点
検
な
ど
の
た
め
、
次
の
期

間
、
休
館
し
ま
す
。

▽
期　

間　

８
月
23
日
・
24
日

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
参
画
セ

ン
タ
ー
（
元
寺
町
、
☎
31
・
２
５

０
０
）指

定
管
理
者
の
募
集

　

市
で
は
、
平
成
23
年
４
月
か
ら

の
指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
す
る
施
設
な
ど
詳
細
に
つ
い

て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

人
事
課
事
務

管
理
担
当
（
☎
35
・
１
１
７
０
）

海
上
保
安
大
学
校
生
徒
募
集

▽
資　

格　

平
成
２
年
４
月
２
日

以
降
の
生
ま
れ
で
、
①
高
等
学
校

を
卒
業
し
た
人
お
よ
び
平
成
23
年

３
月
ま
で
に
高
等
学
校
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
人　

②
中
等
教
育
学

校
を
卒
業
し
た
人
お
よ
び
平
成
23

年
３
月
ま
で
に
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
す
る
見
込
み
の
人　

③
高
等

専
門
学
校
の
第
３
学
年
の
課
程
を

修
了
し
た
人
お
よ
び
平
成
23
年
３

月
ま
で
に
高
等
専
門
学
校
の
第
３

学
年
の
課
程
を
修
了
す
る
見
込
み

の
人　

④
高
等
学
校
卒
業
程
度
認

定
試
験
（
廃
止
前
の
大
学
入
学
資

格
検
定
を
含
む
）
に
合
格
し
た
人

な
ど
人
事
院
が
①
②
に
掲
げ
る
人

と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る

人▽
受
付
期
間　

８
月
26
日
〜
９
月

７
日
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
受

け
付
け
は
９
月
１
日
の
午
後
５
時

ま
で
）

▽
採
用
予
定　

45
人

▽
試
験
日
（
１
次
）　

10
月
30
日
・

31
日

▽
試
験
場
所　

青
森
市
ほ
か

▽
問
い
合
わ
せ
先　

青
森
海
上
保

安
部
管
理
課
（
☎
青
森
017
・
734
・

２
４
２
３
）
／
八
戸
海
上
保
安

部
管
理
課
（
☎
八
戸
０
１
７
８
・

33
・
１
２
２
２
）

新
規
学
卒
予
定
者
の

求
人
受
付　
　
　
　

　

弘
前
公
共
職
業
安
定
所
（
南
富

田
町
）
で
は
、
平
成
23
年
３
月
に

高
校
・
中
学
校
を
卒
業
す
る
生
徒

を
対
象
と
し
た
求
人
の
受
け
付
け

を
６
月
21
日
か
ら
開
始
し
て
い
ま

す
。

　

新
規
学
卒
予
定
者
の
地
元
雇
用

の
促
進
と
職
種
選
択
幅
の
拡
大
、

優
秀
な
人
材
の
早
期
確
保
に
向

け
、
求
人
票
の
提
出
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
受
付
先　

弘
前

公
共
職
業
安
定
所
求
人
企
画
部
門

（
☎
38
・
８
６
０
９
、
内
線
31
）

戦
没
者
・
原
爆
死
没
者
の

追
悼　
　
　
　
　
　
　
　

　

８
月
15
日
は
「
戦
没
者
を
追
悼

し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」
で
す
。

電
気
使
用
安
全
月
間

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
肌
の
露
出

が
多
く
な
り
、
汗
も
か
く
こ
と
か

ら
、
電
気
が
流
れ
や
す
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
暑
さ
で
注
意
力
が
散

漫
に
な
り
が
ち
な
た
め
、
感
電
事

故
が
多
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　

そ
こ
で
経
済
産
業
省
で
は
、
毎

年
８
月
を「
電
気
使
用
安
全
月
間
」

と
定
め
、
電
気
使
用
安
全
運
動
が

全
国
一
斉
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

感
電
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め

に
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
電

気
の
安
全
な
使
用
を
心
掛
け
ま
し

ょ
う
。

○
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
時
は
、
ぬ

れ
た
手
で
触
れ
な
い
よ
う
に
す
る

○
水
気
の
あ
る
場
所
で
使
用
す
る

電
気
製
品
や
配
線
器
具
は
、
専
用

の
も
の
を
使
用
す
る

○
洗
濯
機
や
エ
ア
コ
ン
、
電
子
レ

ン
ジ
な
ど
に
ア
ー
ス
線
を
つ
け
る

○
電
気
製
品
の
説
明
書
を
よ
く
読

み
正
し
く
使
用
す
る　

▽
問
い
合
わ
せ
先　

東
北
電
気
保

安
協
会
弘
前
事
業
所
（
☎
27
・
０

８
６
２
）

先
の
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
人
々
を

追
悼
し
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
祈

る
た
め
、
正
午
か
ら
１
分
間
の
黙

と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、広
島
市
と
長
崎
市
で
は
、

原
爆
が
投
下
さ
れ
た
時
刻
か
ら
１

分
間
の
黙
と
う
を
行
い
ま
す
。

◎
８
月
６
日（
広
島
平
和
記
念
日
）

　
　
　
　
　
　
　

午
前
８
時
15
分

◎
８
月
９
日
（
な
が
さ
き
平
和
の

日
）　
　
　
　
　

午
前
11
時
２
分

◎
８
月
15
日
（
戦
没
者
を
追
悼
し

平
和
を
祈
念
す
る
日
）　
　

正
午

▽
問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援

課
家
庭
支
援
係
（
☎
40
・
７
０
３

９
）

排
水
設
備
工
事　

責
任
技
術
者
試
験

　

日
本
下
水
道
協
会
青
森
県
支
部

で
は
、
適
正
な
排
水
設
備
工
事
を

行
う
た
め
、
次
の
と
お
り
責
任
技

術
者
の
資
格
試
験
を
実
施
し
ま

す
。

▽
と　

き　

10
月
20
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜

▽
と
こ
ろ　

市
立
観
光
館
（
下
白

銀
町
）
２
階
研
修
室

▽
受
験
料　

８
０
０
０
円
（
振
り

込
み
手
数
料
を
除
く
）

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

８
月

23
日
〜
９
月
６
日
に
、
上
下
水
道

部
営
業
課
給
排
水
係
（
茂
森
町
、

☎
32
・
０
６
９
８
）
へ
。

※
申
込
書
は
、
８
月
23
日
か
ら
同

課
で
配
布
し
ま
す
。

不
動
産
の
公
売

　

市
で
は
、
市
税
な
ど
の
滞
納
処

分
と
し
て
差
し
押
さ
え
た
不
動
産

の
公
売
を
行
い
ま
す
。

　

公
売
財
産
の
詳
細
や
入
札
手
続

き
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
の
掲
示

場
に
掲
示
し
て
い
る
「
公
売
公

告
」、
ま
た
は
収
納
課
に
備
え
付

け
て
あ
る
「
公
売
情
報
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▽
入
札
日
時　

８
月
24
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
10
時
半

※
当
日
は
午
前
９
時
半
か
ら
受
け

付
け
し
、
入
札
に
つ
い
て
の
説
明

な
ど
を
行
い
ま
す
。

▽
と
こ
ろ　

市
役
所（
上
白
銀
町
）

２
階
第
１
会
議
室

▽
問
い
合
わ
せ
先　

収
納
課
整
理

係
（
市
役
所
２
階
、
窓
口
204
、
☎

40
・
７
０
３
４
）

り
ん
ご
作
業
の
新
規
雇
用
者

募
集
と
市
の
補
助
制
度　
　

【
り
ん
ご
作
業
の

                

新
規
雇
用
者
募
集
】

　

市
内
の
各
農
協
と
青
森
県
り
ん

ご
協
会
で
は
、
り
ん
ご
園
で
働
き

た
い
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
も
、
求
人

票
を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　

経
験
が
な
く
て
も
で
き
る
作
業

で
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
人
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

紹
介
料
は
無
料
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

つ
が

る
弘
前
農
業
協
同
組
合
農
作
業
従

事
者
無
料
職
業
紹
介
所
（
☎
82
・

１
０
５
３
）
／
津
軽
み
ら
い
農
業

協
同
組
合
無
料
職
業
紹
介
所
（
☎

52
・
５
２
６
２
）
／
青
森
県
り
ん

ご
協
会
無
料
職
業
紹
介
所
（
☎

27
・
６
０
０
６
）
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
弘
前
（
☎
38
・
８
６
０
９
）

【
市
の
補
助
制
度
】

　

り
ん
ご
作
業
の
経
験
の
な
い
作

業
員
を
新
規
に
雇
用
し
た
農
家
に

は
、
市
の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

９
月
15
日

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

り
ん

ご
課
（
岩
木
庁
舎
２
階
、
☎
82
・

１
６
３
６
）

臨時停留所

墓
地
公
園
ま
で
バ
ス
運
行

　

８
月
13
日
の
お
盆
の
日
に
、
久

渡
寺
線
の
路
線
バ
ス
が
墓
地
公
園

を
経
由
し
て
運
行
さ
れ
ま
す
。

▽
臨
時
停
留
所　

墓
地
公
園
、
墓

地
公
園
入
り
口
（
２
カ
所
）

▽
料　

金　

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
か

ら
臨
時
停
留
所
ま
で
片
道
３
８
０

円▽
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
保
全
課

環
境
保
全
係
（
☎
40
・
７
０
３
５
）

お知らせ
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　全国高等学校ファッションデザイン選手権大会（ファッション甲子園）は、21 世紀のファッショ
ン界を担う人材の発掘と育成、そして若者の夢の創造を育むことを目的として毎年開催されています。
　今回は、全国 4,455 点の応募の中から、第１次デザイン画審査を勝ち抜いた 40チームの作品が弘
前市に勢ぞろいします。全国から弘前に集う高校生の、若々しく、そして感性あふれる作品をぜひご
覧ください。
▽と　き　８月 22日（日）、午後１時～３時（正午開場）
▽ところ　市民会館（下白銀町）大ホール
▽プログラム　開会式／ファッションコンテスト／デザイナー中野裕通 2010 － 2011 秋冬ファッシ
ョンショー／審査発表・表彰式
▽審査員　久田尚子さん（審査員長・ファッションジャーナリスト）、大塚陽子さん（東京ファッシ
ョンデザイナー協議会議長・ファッションジャーナリスト）、中野裕通さん（ファッションデザイナー）、
原由美子さん（ファッションディレクター）、廣川玉枝さん（ファッションデザイナー）
▽入場料　500 円（全席自由）
▽入場券販売所　弘前商工会議所（上鞘師町）、日弘楽器（土手町）、中三弘前店（土手町）、Ｄｏス
タンプ事務局（土手町、ルネスアベニュー１階）、まちなか情報センター（土手町）、上土手スクエア（土
手町）、メディアイン城東店（和泉１丁目）、さくら野弘前店（城東北３丁目）、市立観光館（下白銀町）
※販売所で購入できない人は、事務局へご連絡ください。
▽その他　「最終審査会出場校デザイン画原画展示」「ファッション甲子園歴代優勝校実物作品展示」
が行われるほか、「県内服飾専門学校ＰＲブース」「弘前城築城 400 年祭ＰＲブース」が設置されます。

ファッション甲子園併催事業

フファッションセミナー“デコクロ教室”

▽と　き　８月 21日（土）、午後３時半～５時
▽ところ　市民会館管理棟２階会議室
▽内　容　メディアなどでも話題の「ユニクロをデコレーション
する」＝“デコクロ”の出張教室。ハギレを使ってＴシャツをデ
コレーションし、ワンピースに変身させます。
▽講　師　上原一江さん、小笠原侑子さん（デコクロ部員）
▽定　員　50人
▽受講料　1,000 円（材料費などとして）
▽持ち物　大きめのＴシャツ（ユニクロに限定しない）、メジャ
ー、はさみ、ぬい針、ぬい糸（Ｔシャツに合わせた色合いのもの）、
リボンなどデコレーションしたい素材
▽申込先　ファッション甲子園実行委員会事務局

ココンピューターデザインシステム展示会

▽と　き　８月 21日、午前 10時～午後５時／８月 22日、午前
９時半～午後１時
▽ところ　市民会館管理棟１階
▽内　容　アパレル関連の機器が勢ぞろい。弘前城築城 400 年
祭マスコットキャラクター「たか丸くん」の刺しゅうグッズを限
定販売
▽入場料　無　料

ももの作りのカイゼンアイテム

▽と　き　８月 21日、午前 10時～午後５時／８月 22日、午前
９時半～午後１時
▽ところ　市民会館管理棟１階
▽内　容　ミシンで使う、押え・アタッチメントなどを活用して
の実演

フファッション甲子園オリジナルＴシャツ・

エエコバッグ限定販売＆協賛チャリティー募金

▽と　き　８月 21日、午前 10時～午後５時／８月 22日、午前
９時半～午後４時
▽ところ　市民会館管理棟１階
▽内　容　オリジナルＴシャツ・エコバッグの限定販売、募金し
ていただいた人にハギレ（表生地・裏生地）、付属品（ボタン・
ミシン糸など）進呈

フファッション甲子園写真展

▽と　き　９月５日～ 18日、午前 10時～午後６時
▽ところ　青森県赤十字血液センター弘前献血ルーム（駅前町、
大町タウンビル２階）
▽内　容　第 10回大会の写真（主に大会の裏側の写真）を展示、
期間中に献血した人に記念品をプレゼント

フファッション甲子園 2010 デザイン画展示

▽と　き　９月 17日～ 30 日
▽ところ　イトーヨーカドー弘前店（駅前３丁目）地下通路
▽内　容　第10回大会に応募した県内校の約500枚のデザイン画
原画および入選作品デザイン画、大会ハイライト写真などを展示

～弘前城築城400年祭記念事業～

　世界遺産トーチランコンサートは
さまざまな国や地域で開催され、ユ
ネスコ平和芸術家・城之内ミサさん
の音楽作品を聖火リレーのように各
国の奏者とつないできたユネスコ公
認・推奨の国際的コンサートです。
　今年は広大なブナの原生林「世
界遺産白神山地」を背景に抱え、
2011 年に弘前城築城 400 年の節目
を迎える当市を舞台に開催します。
▽と　き　９月 11日（土）
午後６時開場、７時開演
▽ところ　市民会館（下白銀町）
▽出　演　城之内ミサさん（ユネス
コ平和芸術家）…ピアノ・指揮、リ
ュウフォンさん（スペシャルゲスト）
…中国民族楽器・二胡　ほか９人
▽入場料　Ｓ席 5,000 円／Ａ席
3,500 円／Ｂ席 2,000 円
※コンサートの収益の一部はユネス
コへ寄付されます。
▽入場券取扱所　ＦＭアップルウェ
ーブ、日弘楽器、紀伊國屋書店弘前
店、中三弘前店、まちなか情報セン
ター（いずれも土手町）、さくら野
弘前店（城東北３丁目）、市立観光
館（下白銀町）、弘前商工会議所（上
鞘師町）ほか
▽問い合わせ先　世界遺産トーチ
ランコンサート実行委員会事務局
（ＦＭアップルウェーブ内、☎ 38・
0788、ホームページ http://wh-trc.
org/）

【関連イベント】    

大自然を体感　　　　　　

しらかみさん家へ集合ね！

　城之内ミサさんをはじめ、世界遺
産トーチランコンサート出演のアー
ティストたちと白神山地を歩こう！
▽と　き　９月 12日（日）
　　　      午前９時半～午後３時
▽ところ　白神山地　ぶな巨木ふれ
あいの径（西目屋村川原平）
▽定　員　約 30人
▽参加料　3,000 円
▽問い合わせ・申込先　ＮＰＯ法人
ＥＣＯリパブリック白神事務局（☎
29・4093、Ｅメール jimukyoku@
shirakamifund.jp、 ホ ームページ
http://shirakamifund.jp/）

ファッション甲子園併催事業

ファッション甲子園ＰＲ展示

▽と　き　７月 31日～８月 22日
▽ところ　
○７月 31日～８月 20日＝さくら野弘前店
○７月 31日～８月 22日＝中三弘前店、青森県庁北棟（青森市長島
１丁目）１階
○８月 10日～８月 22日＝まちなか情報センター
○８月 11日～８月 22日＝上土手スクエア　
▽内　容　ファッション甲子園最終審査会に出場するチームのデザイ
ン画を展示

■問い合わせ先　ファッション甲子園実行委員会事務局

（弘前商工会議所内、☎ 33・4111）

Ｆ
第10回全国高等学校
ファッションデザイン選手権大会

ＡＳＨＩＯＮ
ファッション甲子園2010
ＫＯＳＨＩＥＮ最終審査会

昨年の優勝作品
三本木高等学校「『ナン』ピース」

世
界
遺
産
ト
ー
チ
ラ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
０
in
弘
前
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
〜
心
の
平
和
へ
の
讃
歌
〜

お知らせ
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弘
前
市
急
患
診
療
所
（
弘
前
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
、☎
34
・
１
１
３
１
）
は
、夜
間
（
午
後
７
時
〜
10
時
半
）
や
日
曜
・
祝
日
（
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）
の
内
科
、小
児
科
の
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
救
急
の
場
合
は
弘
前
消
防
本
部
の
救
急
病
院
案
内
（
☎
32
・
３
９
９
９
）
で
当
番
病
院
を
確
認
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

19

あ
な
た
の
健
康
、
大
丈
夫
で
す
か
？　
　

・
幸
せ
は
健
康
か
ら
・

　　
年に
一度は検

診
を

受
けましょう

こころこころのの健康相談健康相談
　弘前市保健センターでは、本人や家族の心の悩み
について、保健師が面接して相談に応じています。

秘密は厳守します。希望する人は事前に電話で申し

込みを。相談は無料です。

▽８月・９月の相談日

８月＝ 10日（火）・24日（火）
９月＝ 14日（火）・28日（火）
※時間はいずれも午前９時～午後３時半。

▽ところ　弘前市保健センター（野田２丁目）

▽対　象　市　民

※「こころの病気」の治療をしていない人を優先し

ます。現在治療している人は、まず主治医に相談を。

▽予約受付時間　午前８時半～午後５時（土・日曜

日、祝日を除く）

▽問い合わせ・予約先　弘前市保健センター（☎

37・3750）

検
診
の
受
診
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

セ
ッ
ト
検
診
、
女
性
の
健
康
診

査
は
、
受
診
希
望
日
の
１
週
間
前

ま
で
に
電
話
で
弘
前
市
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
定
員
（
日
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
）
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

　

な
お
、
市
の
各
種
検
診
は
、
年

度
内
（
４
月
１
日
〜
３
月
31
日
）

に
１
回
受
診
で
き
ま
す
。

【
セ
ッ
ト
検
診
】

▽
と　

き　

８
月
16
日
・
18
日
〜

９
月
10
日
（
日
曜
日
を
除
く
）

※
８
月
18
日
・
26
日
・
31
日
、
９

月
９
日
は
女
性
の
み
。

▽
対　

象　

40
歳
以
上
の
市
民

（
職
場
で
受
診
で
き
る
人
を
除
く
）

▽
内　

容　

胃
・
肺
・
大
腸
が
ん

検
診

※
50
歳
以
上
で
希
望
す
る
人
は
前

立
腺
が
ん
検
診
も
受
診
で
き
ま

す
。
費
用
は
別
途
５
０
０
円
が
必

要
で
す
。

▽
料　

金　

１
９
０
０
円
（
市
の

国
保
加
入
者
は
９
５
０
円
、
70
歳

以
上
の
人
は
無
料
）

▽
受
け
付
け
開
始　

８
月
５
日
、

午
前
８
時
半
〜

【
女
性
の
健
康
診
査
】

▽
と　

き　

８
月
18
日
・
19
日
・

25
日
・
28
日
・
31
日
、
９
月
９
日

※
８
月
の
託
児
日
は
31
日
（
乳
幼

児
10
人
ま
で
）。

▽
対　

象　

18
歳
〜
39
歳
の
主
婦

や
自
営
業
の
女
性
で
、
健
康
診
査

を
受
け
て
い
な
い
人
（
職
場
で
受

診
で
き
る
人
、
妊
娠
中
や
そ
の
疑

い
の
あ
る
人
を
除
く
）

▽
内　

容　

血
液
検
査
、尿
検
査
、

内
科
診
察
、
骨
密
度
検
査
な
ど

▽
料　

金　

８
０
０
円

【
医
療
機
関
で
の
検
診
】

　

胃
・
大
腸
・
前
立
腺
が
ん
検
診
、

骨
密
度
検
診
、
結
核
検
診
は
、
弘

前
市
保
健
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
医

療
機
関
で
も
受
診
で
き
ま
す
。
医

療
機
関
で
の
受
診
を
希
望
す
る
場

合
は
、
直
接
、
医
療
機
関
へ
「
市

の
検
診
」
と
伝
え
て
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
市
の
検
診
が
受
け
ら
れ
る
医
療

機
関
や
検
診
な
ど
の
料
金
は
「
健

康
と
福
祉
ご
よ
み
」
で
確
認
す
る

か
、
弘
前
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

乳
幼
児
の
健
康
診
査

　

母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
場
所
は
弘
前
市
保
健
セ

ン
タ
ー
（
各
指
定
医
療
機
関
で
の

個
別
健
診
を
除
く
）
で
、
料
金
は

無
料
で
す
。

　

な
お
、
発
熱
な
ど
体
調
不
良
の

場
合
は
、
次
回
に
受
診
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
４
か
月
児
・
７
か
月
児
】

　

各
指
定
医
療
機
関
で
の
個
別
健

診
。
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
。

【
１
歳
６
か
月
児
】

と　

き
＝
８
月
25
日
・
26
日

受　

付
＝
午
後
０
時
半
〜
１
時
半

対　

象
＝
平
成
21
年
２
月
生
ま
れ

【
３
歳
児
】

と　

き
＝
８
月
４
日
・
５
日

受　

付
＝
午
後
０
時
半
〜
１
時
半

対　

象
＝
平
成
19
年
１
月
生
ま
れ

【
１
歳
児
歯
科
】

と　

き
＝
８
月
18
日
・
19
日

受　

付
＝
午
後
０
時
半
〜
１
時

対　

象
＝
平
成
21
年
８
月
生
ま
れ

【
２
歳
児
歯
科
】

　

各
指
定
歯
科
医
療
機
関
で
の
個

別
健
診
。対
象
児（
平
成
20
年
２
月

生
ま
れ
）
に
は
通
知
し
ま
す
。

定
期
予
防
接
種

　

定
期
予
防
接
種
を
受
け
る
と
き

は
、「
予
防
接
種
と
子
ど
も
の
健

康
」
を
よ
く
読
み
、
予
診
票
に
記

入
後
、
母
子
健
康
手
帳
と
一
緒
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
料
金
は
い

ず
れ
も
無
料
で
す
。
予
診
票
が
な

い
人
は
、
弘
前
市
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
・
三
種
混

合
・
二
種
混
合
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
】

　

通
年
接
種
で
す
。
対
象
は
「
健

康
と
福
祉
ご
よ
み
」
で
、
受
付
時

間
は
指
定
医
療
機
関
で
確
認
し
、

早
め
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

○
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
…
１
期
＝

１
歳
〜
２
歳
未
満
／
２
期
＝
５
歳

〜
７
歳
未
満
で
小
学
校
就
学
前
の

１
年
間（
４
月
１
日
〜
３
月
31
日
）

※
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
５
年

間
の
期
限
付
き
で
、
麻
し
ん
・
風

し
ん
の
定
期
予
防
接
種
対
象
が
、

現
在
の
１
期
と
２
期
に
加
え
、
３

期
（
中
学
校
１
年
生
に
相
当
す
る

年
齢
の
人
）、
４
期
（
高
校
３
年

生
に
相
当
す
る
年
齢
の
人
）
に
拡

大
さ
れ
ま
し
た
。
対
象
に
当
た
る

人
は
、
忘
れ
ず
に
接
種
し
て
く
だ

さ
い
。

○
三
種
混
合
＝
生
後
３
か
月
〜
７

歳
６
か
月
未
満
（
１
期
初
回
は
20

日
〜
56
日
間
隔
で
３
回
接
種
）

※
接
種
間
隔
か
ら
外
れ
る
と
有
料

に
な
り
ま
す
。
医
師
に
相
談
し
、

計
画
を
立
て
て
早
め
に
接
種
を
。

○
二
種
混
合
＝
11
歳
〜
13
歳
未
満

※
三
種
混
合
予
防
接
種
の
初
回
と

追
加
を
終
了
し
た
児
童
、
ま
だ
接

種
し
て
い
な
い
児
童
は
早
め
に
医

師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

○
Ｂ
Ｃ
Ｇ
＝
生
後
３
か
月
〜
６
か

月
未
満

※
接
種
間
隔
が
短
い
の
で
、
３
か

月
に
な
っ
た
ら
早
め
に
接
種
を
。

【
日
本
脳
炎
】

　

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
積
極

的
な
勧
奨
を
差
し
控
え
て
い
ま
し

た
が
、
１
期
の
標
準
的
な
接
種
期

間
に
当
た
る
人
（
３
歳
〜
４
歳
未

満
）
は
、
接
種
勧
奨
を
再
開
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
対
象
に
当

た
る
３
歳
の
人
は
、
初
回
接
種
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
（
１
期
初
回
は

６
日
〜
28
日
の
間
隔
で
２
回
接

種
）。

※
接
種
間
隔
か
ら
外
れ
る
と
有
料

に
な
り
ま
す
。
医
師
に
相
談
し
、

計
画
を
立
て
て
早
め
に
接
種
を
。

【
広
域
予
防
接
種
】

　

定
期
予
防
接
種
を
何
ら
か
の
事

情
に
よ
り
市
内
の
指
定
医
療
機
関

で
接
種
で
き
な
い
場
合
は
、
県
内

他
市
町
村
で
も
接
種
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
弘
前
市

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ベ
ビ
ー
相
談

▽
と　

き　

８
月
20
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時
半

※
相
談
が
終
わ
り
次
第
終
了
。

▽
受　

付　

午
後
１
時
〜
１
時
半

▽
と
こ
ろ　

弘
前
市
保
健
セ
ン
タ

ー▽
内　

容　

育
児
相
談
／
身
長
・

体
重
測
定
／
栄
養
士
の
ミ
ニ
講
話

（
午
後
１
時
半
〜
）

▽
対　

象　

市
内
在
住
の
乳
児

（
１
歳
未
満
）
と
そ
の
家
族

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

▽
申
込
先　

８
月
４
日
か
ら
、
弘

前
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

マ
タ
ニ
テ
ィ　

歯
科
健
康
診
査

▽
と　

き　

８
月
27
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
０
時
半
〜
３
時

▽
受　

付　

正
午
〜
午
後
０
時
半

▽
と
こ
ろ　

弘
前
市
保
健
セ
ン
タ

ー▽
内　

容　

妊
婦
歯
科
健
診
／
講

話
／
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
／
パ
パ

マ
マ
教
室（
マ
マ
の
食
生
活
展
示
、

パ
パ
と
マ
マ
の
育
児
体
験
、
赤
ち

ゃ
ん
の
お
風
呂
実
演
、
ビ
デ
オ
シ

ア
タ
ー
な
ど
）
／
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
説
明

▽
対　

象　

市
内
在
住
で
開
催
日

赤
ち
ゃ
ん
と
ふ
れ
あ
お
う

▽
と　

き　

８
月
18
日
〜
20
日

※
日
に
ち
に
よ
っ
て
開
催
時
間
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▽
と
こ
ろ　

弘
前
市
保
健
セ
ン
タ

ー
（
野
田
２
丁
目
）

▽
内　

容　

乳
幼
児
と
の
ふ
れ
あ

い
体
験

▽
対　

象　

市
内
の
小
学
校
５
年

生
〜
高
校
生
＝
各
日
５
人
（
先
着

順
）

▽
申
込
先　

希
望
日
の
１
週
間
前

ま
で
に
、
弘
前
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
37
・
３
７
５
０
）
へ
。

※
当
日
は
動
き
や
す
い
服
装
で
お

い
で
く
だ
さ
い
。

弘前市保健センター
　(野田２丁目)

☎ 37・3750

健康健康ですか

現
在
妊
娠
12
週
〜
31
週
（
４
か
月

〜
８
か
月
）
の
人
と
そ
の
家
族
＝

40
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

▽
申
込
先　

８
月
５
日
か
ら
、
弘

前
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

離
乳
食
教
室

▽
と　

き　

８
月
30
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜
３
時

▽
受　

付　

午
後
１
時
〜
１
時
半

▽
と
こ
ろ　

弘
前
市
保
健
セ
ン
タ

ー▽
内　

容　

離
乳
食
グ
ル
ー
プ
レ

ッ
ス
ン
／
ミ
ニ
講
話
（
親
子
の
ふ

れ
あ
い
、
こ
れ
か
ら
始
め
る
歯
み

が
き
）
／
身
長
・
体
重
測
定
／
育

児
相
談

▽
対　

象　

市
内
在
住
の
平
成
22

年
３
月
生
ま
れ

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

▽
申
込
先　

８
月
９
日
か
ら
、
弘

前
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。
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大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

裏　面

・住　所

・氏　名

・電話番号

（市外にお住まいの方）
・市内の勤務先

　　　または学校名

郵便往復はがき

返信
（
あ
な
た
の
ご
住
所
）

　

弘
前
市
大
字
○
○

（
あ
な
た
の
お
名
前
）

　
　

○
○　

○
○　

行

表　面

白　紙

（入場の可否を

印刷します）

郵便往復はがき

往信

弘
前
市
大
字
上
白
銀
町
１
の
１

弘
前
市
役
所

　

企
画
課
企
画
担
当  

宛

０３６８５５１

有 料 広 告有 料 広 告

納期限＝８月31日
☆毎月第４日曜日は納税相談日です。
☆納税は便利で確実な口座振替のご利用を。

今月の市税などの納期

国民健康保険料  第２期
介 護 保 険 料  第２期
後期高齢者医療保険料  第２期

　弘前市出身で、小惑星探査機「はやぶさ」のプロジェクトマネー

ジャを務める川口淳一郎教授（宇宙航空研究開発機構）をお招きし、

講演会を開催します。

　世界初となる、月以外の天体からの帰還という快挙を成し遂げた

「はやぶさ」。その成功までの道のりなどを聞きながら、宇宙の魅力

を感じてみませんか。

　また、講演に先立ち、川口教授へ弘前市民栄誉賞の授与を行います。

★と　き　８月 23日（月）、午後６時～８時（開場は午後５時）
★ところ　市民会館（下白銀町）

★テーマ　「小惑星探査機“はやぶさ”プロジェクトの全貌と宇宙

の魅力」

※講演の内容は中学生以上向けとなっています。

★対　象　市内に居住または通勤・通学している人＝ 400 人
※ほかのお客様のご迷惑になるおそれがありますので、未就学児童

の入場はご遠慮ください。

★入場料　無料（全席自由）。ただし、入場整理券が必要です。

★入場整理券の応募方法　往復はがきに必要事項を記入し（右の

記入例参照）、８月 10 日（必着）までに応募してください。なお、
応募は１人１枚までで、応募者多数の場合は抽選となります（はが

き１枚につき１人入場）。

★問い合わせ先　企画課企画担当（☎ 35・1123）

～小惑星探査機“はやぶさ”プロジェクトの全貌と宇宙の魅力～～小惑星探査機“はやぶさ”プロジェクトの全貌と宇宙の魅力～

川口淳一郎教授講演会川口淳一郎教授講演会

（C）宇宙航空研究開発機構（JAXA）


